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紀勢線 ご利用の推移

白浜～和歌山

（全区間）
新宮～和歌山市

和歌山～和歌山市

新宮～白浜

▲当社単独では維持困難なご利用の目安

・・・

（年度）

輸送密度
（１kmあたりの人/日）

9,741

4,119

・JR発足時と比べると、紀勢線全体のご利用はコロナ前で半減、直近では40%の水準
・2,000人/日未満の新宮～白浜間は、議論の場として区間部会を設置いただいている

紀勢線・和歌山線 ご利用の推移

コロナ影響

935

１

五条～和歌山

▲旅客輸送における大量輸送性が
十分に発揮できていない線区の一つの目安

4,123

6,985

4,375

3,811
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コロナ影響

’87年度 ⇒ ’24年度
▲42.6％
（５駅合計）

かつらぎ町内各駅の乗車人員の推移 ２

619

127

881

― :笠田
― :妙寺
― :中飯降
― :大谷
― :西笠田

（▲29.7％）
（▲69.2％）
（▲10.0％）
（▲31.7％）
（▲72.4％）
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（参考）輸送密度 ３



紀北エリアの交通分担率（和歌山県地域公共交通計画より） ４

＜休日＞

出典:近畿圏パーソントリップ調査（2010、2021年）

紀北エリアの鉄道の交通分担率は、平日が5.1%、休日が2.0%と2010年より減少。
特に休日の同分担率は平日の半分以下となっている。
鉄道・バスの交通分担率を高める（＝鉄道を選択いただく）ことが重要。
＜平日＞



JR発足後に発達する県内高速道路網（京奈和自動車道） ５

2009

2012

2014

2015

2017

橋本東ー高野口間開業

高野口ー紀北かつらぎ間開業

紀北かつらぎー紀の川間開業

紀の川ー岩出根来間開業

岩出根来ー和歌山JCT開業


